
み な と に 響 く 歓 声 、 焼 津 を 彩 る 。

本ダイジェストの見方や出典はこちら

例年４月開催の「焼津みなとまつり」が時期を変え、市制75周年
を記念した市民が主役の「第72回焼津みなとまつり＆みなとまつ
りスペシャルパレード」として開催されました。東京ディズニー
リゾート®のパレードも行われ、節目の年を祝いました。
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口コミ(SNS除) 33%

SNS 16%

テレビ・ラジオ 12%

Web(その他) 12%

Web(行政等) 11%

日帰り

39%

29%

18%

10%

5%

日帰り

61%

1泊 21%

2泊 12%

3泊～ 6%

来訪者調査の詳細はコチラから
https://www.visit-shizuoka.com/survey_report/

「来訪者調査」をご覧ください

初めて

10%

２～５回目

25%

６～９回目

10%

10回目以上

56% 家族(子供なし)

49%

家族(子供あり)

17%

ひとり 13%

恋人 13%

友人知人 6%

仕事関係 1% その他 1%

静岡市 25%

関東地方 20%

東海地方 11%

静岡県西部 10%

その他国内 6%

自家用車 79%

JR新幹線 11%

JR在来線 10%

路線バス（コミュニティバス） 6%

レンタカー 5%

するがのおススメPOINTは「食・グル
メ」が約4割を占めた。静岡市、島田市、
藤枝市、牧之原市では新茶シーズンに合
わせたイベントが開催され、多くの来訪
者で賑わった。また、焼津市では市制施
行75周年記念イベントが開催され、地
域のにぎわい創出につながった。

川根本町で地域の茶農
家らによる川根茶まつ
りが開催。新茶シーズ
ンが落ち着く中、お茶
の魅力発信を継続し、7
月の茶氷シーズンへの
広がりにも注目。

2026 5

※集計値は2026年6月10日時点のデータ

宿泊 ¥0 

域内交通費 ¥432 

飲食 ¥1,868 

土産 ¥1,005 

その他 ¥397 

日帰り

今月計

前年同月差

※中部地域NPS

前年同月差

+039

1

観光・レジャー

53%

気軽なお出かけ

34% 帰省・知人訪問 4%

出張・業務 2%

イベント 2%

その他
5%

宿泊費 ¥10,582 

域内交通費 ¥2,294 

飲食 ¥5,188 

土産, ¥3,000 

その他 ¥3,659 

宿泊

5月のポイント 6月は？

Web(施設) 38%

Web(行政等) 22%

Googleマップ 19%

旅行雑誌・ガイドブック 18%

Web(その他) 17%

宿泊

https://www.visit-shizuoka.com/survey_report/
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％

％

人

％

％

人

％

％

来訪者数・
宿泊者数ともに
前年同月比増

韓国・香港が好
調のほか、ドイ
ツも前年比増

5月はGW期間および週末を中心に、
来訪者数が前年同月比で増加

2

インバウンドも
前年比で3割増



GWや新茶シーズンで来訪者数は全市町で大幅増。一
方、消費額は川根本町を除く6市町で前年同月を下回
り、特に飲食代の落ち込みが全体を押し下げた。

静岡市ではふじのくにキャンピングカー＆
アウトドアショー、焼津市では夜氷夜市が
開催。消費額や満足度につなげられるか。

来訪者 ±10%以上
消費額 ±1,000円以上
NPS ±5以上

凡例 主要地の来訪者数
（人流データより）

平均消費額
（来訪者調査より）

推奨度（NPS）
（来訪者調査より）

3

5月のポイント

6月は？

前年同月に比べ消費額は減も、ツアー代は増加。新茶
シーズンのツアー需要か。

宿泊費・ツアー代が牽引し消費額が大幅増。大井川鐵道
トーマスの通年運行などで滞在需要が拡大か。

前年同月に比べ宿泊費が大幅減。飲食代・土産代等
も含め全体的に消費額減。

前年同月に比べ飲食代が大幅減。域内交通費・入館
体験料についても減少。

前年同月に比べ宿泊費が大幅に減少。一方でツアー
利用は増加。

前年同月に比べ宿泊費が大幅減。飲食代・土産代等
も含め全体的に消費額減。

前年前月よりツアー代が減る一方で、来訪者数・NPSい
ずれも増加。需要は安定推移。
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